
山口県下関市竹崎町四丁目２番36号
お問い合わせ先　０８３－２２３－７１２４

（営業日の９：00～17：00）
ホームページ　http://www.ymam.co.jp/

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式

信 託 期 間 2017年４月21日から、2027年４月20日まで
です。

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主 要 投 資
対 象

イ）次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ）（適
格機関投資家限定）の受益証券
ロ）マネープールファンド（ＦＯＦｓ）（適格機
関投資家限定）の受益証券

運 用 方 法

①主として、次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦ
ｓ）（適格機関投資家限定）の受益証券を通じ
て、米国の金融商品取引所上場株式（上場予定を
含みます。以下同じ。）に投資し、値上がり益の
獲得をめざします。
②次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ）（適格
機関投資家限定）では、主として米国において取
引されている次世代の米国経済の主役となり得る
と判断した企業の株式に投資を行います。
③次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ）（適格
機関投資家限定）では、原則として、為替リスク
を回避するための為替ヘッジを行いません。
④この投資信託は、次世代米国代表株ファンド
（ＦＯＦｓ）（適格機関投資家限定）とマネー
プールファンド（ＦＯＦｓ）（適格機関投資家限
定）に投資するファンド・オブ・ファンズです。
通常の状態で、次世代米国代表株ファンド（ＦＯ
Ｆｓ）（適格機関投資家限定）への投資割合を高
位に維持することを基本とします。

組 入 制 限 投資信託証券への投資割合には、制限を設けま
せん。

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、分
配対象額の範囲内で、下記イ．およびロ．に基づ
き分配します。ただし、分配対象額が少額の場合
には、分配を行なわないことがあります。
イ．計算期末の前営業日の基準価額（１万口当
り。既払分配金を加算しません。以下同じ。）
が10,500円未満の場合、原則として、配当等
収益の水準を考慮して決定した額を分配するこ
とをめざします。
ロ．計算期末の前営業日の基準価額が10,500円
以上の場合、原則として、当該基準価額に応
じ、下記の金額（１万口当り。）を分配するこ
とをめざします。
ａ.10,500円以上11,000円未満の場合…300円
ｂ.11,000円以上11,500円未満の場合…350円
ｃ.11,500円以上12,000円未満の場合…400円
ｄ.12,000円以上12,500円未満の場合…450円
ｅ.12,500円以上の場合 …………………500円
なお、計算期末の直前から当該計算期末までに基
準価額が急激に変動した場合等には、上記の分配
を行なわない場合があります。

ＹＭアセット・
優良米国株ファンド

運用報告書（全体版）
第19期（決算日　2022年１月20日）
第20期（決算日　2022年４月20日）

受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
　さて、「ＹＭアセット・優良米国株ファン
ド　愛称：トリプル維新（プレミア合衆
国）」は、このたび、第20期の決算を行ない
ました。
　ここに、第19期、第20期中の運用状況を
ご報告申し上げます。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。
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ＹＭアセット・優良米国株ファンド

1－　　－

最近10期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 ダウ・ジョーンズ工業

株価平均（円換算ベース） 投 資 信 託
受 益 証 券
組 入 比 率

純 資 産
総 額

（分配落） 税 込
分 配 金

期 中
騰 落 率 （参考指数） 期 中

騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円
第11期末（2020年１月20日） 10,925 350 9.4 14,527 10.0 98.6 2,996
第12期末（2020年４月20日） 8,780 10 △19.5 11,418 △21.4 99.0 2,542
第13期末（2020年７月20日） 9,836 10 12.1 12,890 12.9 99.0 2,923
第14期末（2020年10月20日） 10,487 300 9.7 13,550 5.1 99.0 3,662
第15期末（2021年１月20日） 10,959 350 7.8 14,366 6.0 98.1 4,394
第16期末（2021年４月20日） 12,167 500 15.6 16,701 16.3 99.0 5,532
第17期末（2021年７月20日） 12,064 500 3.3 17,129 2.6 99.0 6,520
第18期末（2021年10月20日） 12,347 500 6.5 18,096 5.6 99.0 7,339
第19期末（2022年１月20日） 11,667 450 △  1.9 18,235 0.8 98.6 8,142
第20期末（2022年４月20日） 12,081 500 7.8 19,696 8.0 99.0 9,381

（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注２）ダウ・ジョーンズ工業株価平均（ダウ工業株30種）とは、ダウ・ジョーンズが米国を代表する30銘柄を選出し指数化したものです。日本では、

「ダウ平均」、「ＮＹ（ニューヨーク）ダウ」、「ダウ工業株30種」などと呼ばれています。当ファンドは、委託会社等の責任のもとで運用
されるものであり、ダウ・ジョーンズは、その運用成果および当ファンドの取引に関して、一切の責任を負いません。ダウ・ジョーンズ工業株
価平均（円換算ベース）は、ダウ・ジョーンズ工業株価平均をもとに、委託会社が計算したものです。

（注３）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前々営業日の終値を採用しています。

CC_22870668_02_ostYM_優良米国株F_運用実績.indd   1 2022/06/08   14:05:51



ＹＭアセット・優良米国株ファンド

2－　　－

当作成期中の基準価額と市況の推移

決 算 期 年 月 日
基 準 価 額 ダウ・ジョーンズ工業

株価平均（円換算ベース） 投 資 信 託
受 益 証 券
組 入 比 率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％

第19期

（期　首）2021年10月20日 12,347 － 18,096 － 99.0
10月末 12,411 0.5 18,162 0.4 99.0
11月末 12,270 △0.6 17,844 △1.4 99.0
12月末 12,880 4.3 18,794 3.9 99.0

（期　末）2022年１月20日 12,117 △1.9 18,235 0.8 98.6

第20期

（期　首）2022年１月20日 11,667 － 18,235 － 98.6
１月末 11,181 △4.2 17,726 △2.8 99.0
２月末 11,317 △3.0 17,256 △5.4 99.0
３月末 12,818 9.9 19,428 6.5 99.1

（期　末）2022年４月20日 12,581 7.8 19,696 8.0 99.0
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ＹＭアセット・優良米国株ファンド

3－　　－

基準価額等の推移について

（注１）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示
すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な
ります。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

運用経過
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第18期末
（2021.10.20）

第19期末
（2022.１.20）

第20期末
（2022.４.20）

純資産総額（右軸）分配金再投資基準価額（左軸）基準価額（左軸）

■基準価額・騰落率
第19期首：12,347円
第20期末：12,081円（既払分配金950円）
騰 落 率：5.8％（分配金再投資ベース）

基準価額の主な変動要因
　当作成期において、基準価額は2.2％の下落、分配金再投資基準価額は5.8％の上昇となりました。くわ
しくは「投資環境について」をご参照ください。
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ＹＭアセット・優良米国株ファンド

4－　　－

投資環境について
◎米国株式市況
・当作成期の米国株式市況は下落しました。
・当作成期首から2021年12月にかけての株式市況は、新型コロナウイルス感染拡大による供給網の混乱
やインフレ率の高止まりを懸念する一方、好調な企業業績を受けて変動の大きい展開となりました。
2022年１月以降はインフレ率の高止まりを受け、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が金融政策の正常
化を前倒しするとの警戒感や、ウクライナ情勢の緊迫化といった地政学リスクの高まりなどを受け、株
価は下落しました。その後、３月に米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）で利上げが開始され、金融政策
の不透明感がある程度解消されたことなどから上昇する局面もありましたが、当作成期末の株価は期首
に比べて下落しました。
◎為替市況
・当作成期首に比べ米ドル高・円安となりました。米国金利の上昇傾向を受け、米ドル高が進みました。

ポートフォリオについて
○当ファンド
・当ファンドは、次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ）（適格機関投資家限定）とマネープールファン
ド（ＦＯＦｓ）（適格機関投資家限定）に投資するファンド・オブ・ファンズです。期を通して、次世
代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ）（適格機関投資家限定）の受益証券を高位に組み入れました。

○次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）
　基準価額は当作成期首に比べ6.3％（分配金再投資ベース）の上昇となりました。
・米国の株式を主要投資対象とし、値上がり益の獲得をめざして運用を行いました。銘柄選定にあたって
は、今後の経済環境、社会構造に関する見通しを基に、変化に対応し成長が見込まれる投資銘柄を厳選
し、約30銘柄に投資を行ってまいりました。
・主として米国の強みでもあるインターネット、医療システムの改革の重要性の高まりや、ミレニアル世
代台頭に伴う小売分野の構造変化を踏まえた新しい企業の成長に注目しました。同時に、伝統的な老舗
企業でありながら、絶え間ない自己革新により環境変化に対応する企業にも目を配りました。
・当作成期間においては、インフレや供給網の混乱といったことが株式市況のかく乱要因となり、当作成
期末にかけては金融政策の正常化を前倒しするとの警戒感や地政学リスクの高まりが株価下落をもたら
しました。このような中、中長期的には業績拡大余地の大きい優良成長株に重きをおいた投資を基本と
し、コロナ後も好調な業績が期待される銘柄の新規組み入れなどを行い、ポートフォリオを構築しまし
た。
・適宜銘柄の見直しを行った結果、当作成期首と当作成期末では、３銘柄が入れ替わりました。
また、企業ごとの業績動向を踏まえつつ、株価の動きに対応した個別銘柄の組入比率調整を適宜行いま
した。
・コロナ禍で大きく成長を遂げた遠隔医療プラットフォーム事業の伸びも一旦落ち着いたと判断した
「TELADOC HEALTH INC」などの売却を行う一方で、糖尿病関連のモニタリングシステムが好調と
見込める「DEXCOM INC」などを組み入れました。

○マネープールファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）
・コール・ローン等短期金融商品を活用し、利子等収益の確保を図りました。

CC_22870668_02_ostYM_優良米国株F_運用実績.indd   4 2022/06/08   14:05:52



ＹＭアセット・優良米国株ファンド

5－　　－

ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
　以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数（ダウ・ジョーンズ工業株価平均（円換算ベー
ス））との騰落率の対比です。
　参考指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前々営業日の終値を採用しています。

（注）騰落率は分配金再投資基準価額の騰落率を表示しています。

分配金について
　１万口当り分配金（税込み）は第19期は450円、第20期は500円といたしました。収益分配金の決定
根拠は下記の「収益分配金の計算過程（１万口当り）」をご参照ください。なお、留保益につきましては、
運用方針に基づき運用させていただきます。
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第19期
（2021.10.21　
～2022.１.20）

第20期
（2022.１.21　
～2022.４.20）

ダウ・ジョーンズ工業株価平均
（円換算ベース）

基準価額

■分配原資の内訳（１万口当り）

項 目
第19期 第20期

2021年10月21日
～2022年１月20日

2022年１月21日
～2022年４月20日

当期分配金（税込み） （円） 450 500
対基準価額比率 （％） 3.71 3.97
当期の収益 （円） 33 500
当期の収益以外 （円） 416 ―

翌期繰越分配対象額 （円） 1,922 2,080
（注１）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以
外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額
です。

（注２）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注３）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

■収益分配金の計算過程（１万口当り）
項 目 第19期 第20期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 33.21円 0.00円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0.00 643.83
(ｃ) 収益調整金 1,333.54 1,443.63
(ｄ) 分配準備積立金 1,005.53 493.52
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 2,372.28 2,580.98
(ｆ) 分配金 450.00 500.00
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 1,922.28 2,080.98
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。
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ＹＭアセット・優良米国株ファンド

6－　　－

○当ファンド
・次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）の受益証券の組入比率を、通常の状
態で高位に維持することを基本とします。

○次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）
・足下、市況は底打ちの兆しをみせているものの、金融政策とウクライナ情勢を巡る不透明感は、引き続
き市況の重しとなると予想されます。金融政策を巡る不透明感はある程度は解消されつつあるものの、
インフレ動向について警戒を怠れない環境が続くため、完全に払拭される状況にはないと思われます。
またウクライナ情勢は依然として予断を許しません。一方で、景気回復に伴い企業業績が順調に伸長し
ていることは好材料と捉えられるほか、年初来の調整により、悪材料はある程度市況に織り込まれたと
見ることもできます。この水準からの下値は限定的と予想するものの、当面はウクライナ情勢の進展と
金融政策を左右するインフレ動向に注視しつつ、方向感を探る展開が予想されます。このような環境の
下、米国特有の大きなイノベーションが起こっている分野に注目して、変化に機動的に対応し、恩恵を
受け得る新しい次世代企業に投資します。
・景気や金利の動向についての不透明感は未だ払拭されない状況ですが、マクロ動向の如何にかかわらず、
イノベーションなどの中長期的な投資テーマに変化はないものと考えられます。
・現在は、米国の強みでもあるインターネット、医療システムの改革の重要性の高まりや、ミレニアル世
代台頭に伴う小売分野の構造変化を踏まえた新しい企業の成長に注目しています。米国において医療費
の抑制を含むシステムの改革が特にバイデン政権になってから注目が高まっており、遠隔医療や医療管
理ソフトウェアなど、今後の成長が期待されます。同時に、伝統的な老舗企業でありながら、絶え間な
い自己革新により環境変化に対応し続けている優良企業にも目を配っています。金融政策を巡る不透明
感やウクライナ情勢が懸念される状況にありますが、投資対象銘柄の中長期的な成長余地は依然として
大きいと判断します。

○マネープールファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）
・コール・ローンおよびＣＰ現先取引等への投資を通じて、安定した収益の確保をめざした運用を行う方
針です。

今後の運用方針
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ＹＭアセット・優良米国株ファンド
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１万口当りの費用の明細

項 目

第19期～第20期

項 目 の 概 要（2021年10月21日～2022年４月20日）

金 額 比 率

信託報酬 58円 0.480％ 信託報酬＝各期中の平均基準価額×信託報酬率（年率）×各期の日数／年間の日数
期中の平均基準価額は12,189円です。

(投信会社) （23） （0.192） ファンドの運用の対価

(販売会社) （33） （0.274） 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理等の
対価

(受託会社) （2） （0.014） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価

売買委託手数料 ― ― 売買委託手数料＝各期中の売買委託手数料／各期中の平均受益権口数
有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ― 有価証券取引税＝各期中の有価証券取引税／各期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用 1 0.005 その他費用＝各期中のその他費用／各期中の平均受益権口数

(監査費用) （1） （0.005） 監査法人に支払うファンドの監査にかかる費用

合 計 59 0.485
（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末

時点における「１万口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
（注３）金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注４）比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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■総経費率
　当期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた
数で除した総経費率（年率）は1.56％です。

総経費率（①＋②＋③） 1.56％
①当ファンドの費用の比率 0.97％
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.57％
③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.01％

（注１）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
（注５）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注６）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注７）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

総経費率
1.56％

当ファンド
0.97％

投資先ファンド
0.58％

運用管理費用
（投信会社）
0.39％

運用管理費用
（販売会社）
0.55％

運用管理費用
（受託会社）
0.03％

その他費用
0.01％

運用管理費用
0.57％

運用管理費用以外
0.01％

参考情報
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■売買および取引の状況
　投資信託受益証券

（2021年10月21日から2022年４月20日まで）
決 算 期 第 19 期 ～ 第 20 期

買 付 売 付
口 数 金 額 口 数 金 額

国

内

千口 千円 千口 千円
マネープール
ファンド(FOFs
用)(適格機関投
資家限定)

－ － － －

次世代米国代表
株 フ ァ ン ド
(FOFs用)(適格
機関投資家限定)

1,252,774.933 2,287,000 420,554.868 786,000

（注１）金額は受渡し代金。
（注２）金額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況

　当作成期間（第19期～第20期）中における利害関係
人との取引はありません。

■組入資産明細表
　国内投資信託受益証券
銘 柄 第 20 期 末

口 数 評 価 額 比 率
千口 千円 ％

マネープールファンド（ＦＯＦ
ｓ用）（適格機関投資家限定） 99.691 99 0.0

次世代米国代表株ファンド（ＦＯ
Ｆｓ用）（適格機関投資家限定） 4,815,272.737 9,286,735 99.0

合 計 金 額 4,815,372.428 9,286,834
銘柄数<比率> 2銘柄 <99.0％>

（注１）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注２）評価額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2022年４月20日現在

項 目 第 20 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
投資信託受益証券 9,286,834 94.9
コール・ローン等、その他 503,796 5.1
投資信託財産総額 9,790,631 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2022年１月20日)、(2022年４月20日)現在

項 目 第 19 期 末 第 20 期 末
(Ａ) 資産 8,476,095,332円 9,790,631,681円

コール・ローン等 449,356,727 503,796,851
投資信託受益証券(評価額) 8,026,738,605 9,286,834,830

(Ｂ) 負債 334,044,519 409,425,179
未払収益分配金 314,048,262 388,264,226
未払信託報酬 19,770,358 20,921,886
その他未払費用 225,899 239,067

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 8,142,050,813 9,381,206,502
元本 6,978,850,278 7,765,284,537
次期繰越損益金 1,163,200,535 1,615,921,965

(Ｄ) 受益権総口数 6,978,850,278口 7,765,284,537口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,667円 12,081円

（注）元本状況
期首元本額 5,943,916,403円 6,978,850,278円
追加設定元本額 1,187,092,291円 1,308,657,510円
一部解約元本額 152,158,416円 522,223,251円

■損益の状況
第19期　自2021年10月21日　至2022年１月20日
第20期　自2022年１月21日　至2022年４月20日

項 目 第 19 期 第 20 期
(Ａ) 配当等収益 43,166,585円 △            17,040円

受取配当金 43,181,821 －
受取利息 53 652
支払利息 △            15,289 △            17,692

(Ｂ) 有価証券売買損益 △   210,267,107 717,238,706
売買益 1,570,430 738,134,957
売買損 △   211,837,537 △     20,896,251

(Ｃ) 信託報酬等 △     19,996,257 △     21,160,953
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △   187,096,779 696,060,713
(Ｅ) 前期繰越損益金 701,747,588 187,107,201
(Ｆ) 追加信託差損益金 962,597,988 1,121,018,277

(配当等相当額) (　   930,660,711) (　1,109,475,039)
(売買損益相当額) (　     31,937,277) (　     11,543,238)

(Ｇ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,477,248,797 2,004,186,191
(Ｈ) 収益分配金 △   314,048,262 △   388,264,226

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,163,200,535 1,615,921,965
追加信託差損益金 962,597,988 1,121,018,277
(配当等相当額) (　   930,660,711) (　1,109,475,039)
(売買損益相当額) (　     31,937,277) (　     11,543,238)
分配準備積立金 410,869,654 494,920,728
繰越損益金 △   210,267,107 △            17,040

（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しております。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
（注３）収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表をご参照

ください。
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収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
第 19 期 第 20 期

一万口当り分配金（税引前） 450円 500円

＜課税上の取り扱いについて＞
・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、「普通分配金」と「元本払戻金（特別分配金）」に分か
れます。分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となり、分配後の基準価額が個別元本を下
回る場合は、下回る部分が元本払戻金（特別分配金）、残りの部分が普通分配金となります。
・受益者は普通分配金に対し課税されます。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合、個別元本から元本払戻金（特別分配金）を控除した額が、その後の新しい個別元本
となります。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」および未成年者少額投資非課税制度「ジュニアＮＩＳＡ」の適用対象
です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い合わせください。

○該当事項はありません。

お知らせ

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 第 19 期 第 20 期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 23,170,328円 0円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0円 499,956,171円
(ｃ) 収益調整金 930,660,711円 1,121,018,277円
(ｄ) 分配準備積立金 701,747,588円 383,228,783円
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 1,655,578,627円 2,004,203,231円
(ｆ) １万口当たり当期分配対象額 2,372.28円 2,580.98円
(ｇ) 分配金 314,048,262円 388,264,226円
(ｈ) １万口当たり分配金 450円 500円
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  運用報告に係わる情報 

次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用） 
（適格機関投資家限定） 

 

 
 

第19期（決算日：2021年12月７日） 

第20期（決算日：2022年３月７日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「次世代米国代表株ファンド

（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）」は、去る３月

７日に第20期の決算を行いましたので、法令に基づ

いて第19期～第20期の運用状況をまとめてご報告申

し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／海外／株式 

信託期間 2028年３月７日まで（2017年４月20日設定） 

運用方針 

次世代米国代表株マザーファンド受益証券へ
の投資を通じて、主として米国において取引
されている次世代の米国経済の主役となり得
ると委託者が判断した企業の株式に投資を行
います。マザーファンド受益証券の組入比率
は高位を維持することを基本とします。実質
組入外貨建資産については、原則として為替
ヘッジを行いません。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

次世代米国代表株マザーファン
ド受益証券を主要投資対象とし
ます。 

マ ザ ー
ファンド 

米国の株式を主要投資対象とし
ます。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。外貨建資産への実質
投資割合に制限を設けません。 

マ ザ ー
ファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。外貨建資産への投資割合
に制限を設けません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 

 

852583 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ダウ・ジョーンズ工業株価平均 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(円換算ベース) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

11期(2019年12月９日) 12,932 120 6.0 19,315 6.2 96.4 － 2,911 

12期(2020年３月９日) 11,326 10 △12.3 16,751 △13.3 97.0 － 2,477 

13期(2020年６月８日) 12,612 40 11.7 18,843 12.5 98.5 － 2,918 

14期(2020年９月７日) 13,135 110 5.0 18,997 0.8 98.6 － 3,220 

15期(2020年12月７日) 14,299 110 9.7 19,967 5.1 97.9 － 4,162 

16期(2021年３月８日) 15,415 140 8.8 21,669 8.5 97.0 － 4,961 

17期(2021年６月７日) 16,855 110 10.1 24,177 11.6 97.1 － 6,129 

18期(2021年９月７日) 17,615 100 5.1 24,651 2.0 94.4 － 7,059 

19期(2021年12月７日) 18,060 100 3.1 25,383 3.0 97.1 － 7,844 

20期(2022年３月７日) 17,093 0 △ 5.4 24,546 △ 3.3 97.4 － 8,302 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） ダウ・ジョーンズ工業株価平均（ダウ工業株30種）とは、ダウ・ジョーンズが米国を代表する30銘柄を選出し指数化したものです。日

本では、「ダウ平均」、「ＮＹ（ニューヨーク）ダウ」、「ダウ工業株30種」などと呼ばれています。当ファンドは、委託会社等の責任のも

とで運用されるものであり、ダウ・ジョーンズは、その運用成果および当ファンドの取引に関して、一切の責任を負いません。ダウ・

ジョーンズ工業株価平均（円換算ベース）は、ダウ・ジョーンズ工業株価平均をもとに、委託会社が計算したものです。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ダウ・ジョーンズ工業株価平均 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

 騰 落 率 (円換算ベース) 騰 落 率 

第19期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2021年９月７日 17,615 － 24,651 － 94.4 － 

９月末 17,309 △1.7 24,436 △0.9 95.3 － 

10月末 18,479 4.9 25,785 4.6 96.8 － 

11月末 18,366 4.3 25,378 3.0 96.2 － 

(期  末)       

2021年12月７日 18,160 3.1 25,383 3.0 97.1 － 

第20期 

(期  首)       

2021年12月７日 18,060 － 25,383 － 97.1 － 

12月末 18,987 5.1 26,645 5.0 96.2 － 

2022年１月末 17,415 △3.6 25,450 0.3 96.5 － 

２月末 17,619 △2.4 24,985 △1.6 96.2 － 

(期  末)       

2022年３月７日 17,093 △5.4 24,546 △3.3 97.4 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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○運用経過 
●当作成期中の基準価額等の推移について 

◎基準価額の動き 
基準価額は当作成期首に比べ2.4％（分配金再投資ベース）の下落となりました。 

 

  
（注） 参考指数は当作成期首の値をファンド基準価額（分配金再投資ベース）と同一になるよう指数化しています。 
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●基準価額の主な変動要因 
（上昇要因） 

米ドルが対円で上昇したことなどが基準価額の

上昇要因となりました。 

 

（下落要因） 

米国株式市況全体の下落や「VEEVA SYSTEMS 

INC-CLASS A」などの組入銘柄の値下がりが基準価

額の下落要因となりました。 

 

●投資環境について 

◎米国株式市況 
米国株式市況は下落しました。 

当作成期首から2021年12月にかけての株式市況

は、新型コロナウイルス感染拡大による供給網の

混乱やインフレ率の高止まりを懸念する一方、好

調な企業業績を受けて変動の大きい展開となりま

した。2022年１月以降はインフレ率の高止まりを

受け、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が金融政

策の正常化を前倒しするとの警戒感や、ウクライ

ナ情勢の緊迫化といった地政学リスクの高まりな

どを受け、株価は下落しました。 

 

◎為替市況 
当作成期首に比べ米ドル高・円安となりました。

米国金利の上昇傾向を受け、米ドル高が進みました。 

 

●当該投資信託のポートフォリオについて 
＜次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格

機関投資家限定）＞ 

次世代米国代表株マザーファンド受益証券を通

じて米国株式に投資を行いました。 

 

＜次世代米国代表株マザーファンド＞ 

米国の株式を主要投資対象とし、値上がり益の

獲得をめざして運用を行いました。銘柄選定にあ

たっては、今後の経済環境、社会構造に関する見

通しを基に、変化に対応し成長が見込まれる投資

銘柄を厳選し、約30銘柄に投資を行ってまいりま

した。 

主として米国の強みでもあるインターネット、

バイオ、医療関連技術とサービスなどの重要性の

高まりや、ミレニアル世代台頭に伴う小売分野の

構造変化を踏まえた新しい企業の成長に注目し、

同時に、伝統的な老舗企業でありながら、絶え間

ない自己革新により環境変化に対応する企業にも

目を配りました。 

当作成期間においては、インフレや供給網の混

乱といったことが株式市況のかく乱要因となり、

当作成期末にかけては金融政策の正常化を前倒し

するとの警戒感や地政学リスクの高まりが株価下

落をもたらしました。このような中、中長期的に

は業績拡大余地の大きい優良成長株に重きをおい

た投資を基本とし、コロナ後も好調な業績が期待

される銘柄の新規組み入れなどを行い、ポート

フォリオを構築しました。 

株価水準面での割安感にも留意し、銘柄選定を

行いました。 

適宜銘柄の見直しを行った結果、当作成期首と

当作成期末では、２銘柄が入れ替わりました。 

また、企業ごとの業績動向を踏まえつつ、株価

の動きに対応した個別銘柄の組入比率調整を適宜

行いました。 

好調な自動車事業の業績がある程度株価に織り

込またと判断した「STELLANTIS NV」や、コロナ禍

で大きく成長を遂げた遠隔医療プラットフォーム

事業の伸びも一旦落ち着いたと判断した「TELADOC 

HEALTH INC」の売却を行う一方で、オンライン宿

泊プラットフォームとして民泊などのマッチング

サービスを提供する「AIRBNB INC-CLASS A」や、

糖尿病関連のモニタリングシステムが好調と見込

める「DEXCOM INC」を組み入れました。 
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●分配金について 
収益分配金につきましては、基準価額水準、市

況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通

りとさせていただきました。収益分配に充てな

かった利益（留保益）につきましては、信託財産中

に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。 

 

【分配原資の内訳】 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第19期 第20期 

2021年９月８日～ 
2021年12月７日 

2021年12月８日～ 
2022年３月７日 

当期分配金 100  －  

(対基準価額比率) 0.551％ －％ 

 当期の収益 100  －  

 当期の収益以外 －  －  

翌期繰越分配対象額 8,060  7,414  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金

込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出して

いるため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 
＜次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格

機関投資家限定）＞ 

マザーファンド受益証券を高位に組み入れる方

針です。 

 

＜次世代米国代表株マザーファンド＞ 

インフレへの懸念により、金融政策が正常化前

倒しへと転換されたことが市場参加者の警戒感を

誘い、2022年初来の市況の大幅調整につながりま

した。加えて、ウクライナ情勢の緊迫化も調整に

拍車をかけることとなりました。今後のインフレ

動向については、警戒を怠れない環境が続くため、

金融政策への不透明感も一夜にして払拭される状

況にはないと思われます。一方で、景気回復に伴

い企業業績が順調に伸長していることは好材料と

捉えられるほか、年初来の大幅調整により、金融

政策を巡る警戒感はある程度市況に織り込まれた

と見ることもできます。ウクライナ情勢は予断を

許さず、金融政策を巡る神経質な動きも続くと思

われます。この水準からの下値は限定的と予想す

るものの、当面はウクライナ情勢の進展と金融政

策を左右するインフレ動向に注視しつつ、方向感

を探る展開が予想されます。 

このような環境の下、米国特有の大きなイノ

ベーションが起こっている分野に注目して、変化

に機動的に対応し、恩恵を受け得る新しい次世代

企業に投資します。景気や金利の動向についての

不透明感は未だ払拭されない状況ですが、マクロ

動向の如何にかかわらず、イノベーションなどの

中長期的な投資テーマに変化はないものと考えら

れます。現在は、米国の強みでもあるインターネッ

ト、医療システム改革の重要性の高まりや、ミレ

ニアル世代台頭に伴う小売分野の構造変化を踏ま

えた新しい企業の成長に注目しています。米国に

おいて医療費の抑制を含むシステムの改革が特に

バイデン政権になってから注目が高まっており、

遠隔医療や医療管理ソフトウェアなど、今後の成

長が期待されます。同時に、伝統的な老舗企業で

ありながら、絶え間ない自己革新により環境変化

に対応し続けている優良企業にも目を配っていま

す。金融政策正常化前倒しの動きやウクライナ情

勢が懸念される状況にありますが、投資対象銘柄

の中長期的な成長余地は依然として大きいと判断

します。 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年９月８日～2022年３月７日) 

項 目 
第19期～第20期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 52  0.286  (a)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率× 
           （作成期中の日数÷年間日数） 

 （ 投 信 会 社 ） (49)  (0.273)  ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書 
等の作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 0)  (0.001)  交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等 
の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.013)  ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 9   0.049   (b)売買委託手数料＝作成期中の売買委託手数料÷作成期中の平均受益権口数 
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料 

 （ 株  式 ） ( 9)  (0.049)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝作成期中の有価証券取引税÷作成期中の平均受益権口数 
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 1   0.007   (d)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 1)  (0.005)  有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 

 合 計 62   0.342    

作成期中の平均基準価額は、18,041円です。  

 
（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2021年９月８日～2022年３月７日) 

 

銘 柄 
第19期～第20期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
次世代米国代表株マザーファンド 595,802 2,003,100 160,296 539,500 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年９月８日～2022年３月７日) 

 

項 目 
第19期～第20期 

次世代米国代表株マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 30,206,316千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 57,220,145千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.52   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年９月８日～2022年３月７日) 

 

＜次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜次世代米国代表株マザーファンド＞ 

区       分 

第19期～第20期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 11,239 5,472 48.7 2,146 2,146 100.0 

平均保有割合 13.5%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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○組入資産の明細 (2022年３月７日現在) 

 

銘 柄 
第18期末 第20期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

次世代米国代表株マザーファンド 2,147,185 2,582,690 8,245,498 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年３月７日現在) 

項 目 
第20期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

次世代米国代表株マザーファンド 8,245,498 99.2 

コール・ローン等、その他 68,783 0.8 

投資信託財産総額 8,314,281 100.0 
 

（注） 次世代米国代表株マザーファンドにおいて、作成期末における外貨建純資産（57,159,458千円）の投資信託財産総額（58,549,928千円）

に対する比率は97.6％です。 

（注） 外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換算

レートは以下の通りです。 

１アメリカドル＝115.02円    

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第19期末 第20期末 

2021年12月７日現在 2022年３月７日現在 

  円 円 

(A) 資産 7,898,966,238   8,314,281,919   

 コール・ローン等 61,420,606   68,783,520   

 次世代米国代表株マザーファンド(評価額) 7,837,545,632   8,245,498,399   

(B) 負債 54,244,773   11,938,503   

 未払収益分配金 43,436,185   －   

 未払信託報酬 10,741,057   11,863,949   

 未払利息 45   10   

 その他未払費用 67,486   74,544   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 7,844,721,465   8,302,343,416   

 元本 4,343,618,553   4,857,078,709   

 次期繰越損益金 3,501,102,912   3,445,264,707   

(D) 受益権総口数 4,343,618,553口 4,857,078,709口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 18,060円 17,093円 

親投資信託残高 
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○損益の状況 

項 目 
第19期 第20期 

2021年９月８日～ 
2021年12月７日 

2021年12月８日～ 
2022年３月７日 

  円 円 

(A) 配当等収益 △        3,942   △        2,319   

 受取利息 16   60   

 支払利息 △        3,958   △        2,379   

(B) 有価証券売買損益 212,281,015   △  449,128,373   

 売買益 224,009,181   1,756,774   

 売買損 △   11,728,166   △  450,885,147   

(C) 信託報酬等 △   10,808,543   △   11,938,493   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 201,468,530   △  461,069,185   

(E) 前期繰越損益金 1,500,987,044   1,599,574,625   

(F) 追加信託差損益金 1,842,083,523   2,306,759,267   

 (配当等相当額) (  1,557,415,965)  (  1,997,786,149)  

 (売買損益相当額) (    284,667,558)  (    308,973,118)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 3,544,539,097   3,445,264,707   

(H) 収益分配金 △   43,436,185   0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 3,501,102,912   3,445,264,707   

 追加信託差損益金 1,842,083,523   2,306,759,267   

 (配当等相当額) (  1,558,050,454)  (  1,998,314,365)  

 (売買損益相当額) (    284,033,069)  (    308,444,902)  

 分配準備積立金 1,659,019,389   1,603,109,178   

 繰越損益金 －   △  464,603,738   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 4,008,007,436円 

作成期中追加設定元本額 1,229,913,956円 

作成期中一部解約元本額 380,842,683円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末1.7093円です。 

②分配金の計算過程 

項 目 
2021年９月８日～ 
2021年12月７日 

2021年12月８日～ 
2022年３月７日 

費用控除後の配当等収益額 17,744,973円 3,534,553円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 183,723,557円 －円 

収益調整金額 1,842,083,523円 1,998,314,365円 

分配準備積立金額 1,500,987,044円 1,599,574,625円 

当ファンドの分配対象収益額 3,544,539,097円 3,601,423,543円 

１万口当たり収益分配対象額 8,160円 7,414円 

１万口当たり分配金額 100円 －円 

収益分配金金額 43,436,185円 －円 
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○分配金のお知らせ 

 第19期 第20期 

１万口当たり分配金（税込み） 100円 0円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 
◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 
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運用報告に係わる情報 

マネープールファンド（ＦＯＦｓ用） 
（適格機関投資家限定） 

 

 
 

第22期（決算日：2021年11月22日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「マネープールファンド

（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）」は、去る11月

22日に第22期の決算を行いました。ここに謹んで運

用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／債券 

信託期間 無期限（2010年11月24日設定） 

運用方針 

マネー・マーケット・マザーファンド受益証
券への投資を通じて、わが国の公社債等に実
質的な投資を行い、利子等収益の確保を図り
ます。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

マネー・マーケット・マザーファ
ンド受益証券を主要投資対象と
します。なお、わが国の公社債等
に直接投資することがあります。 

マ ザ ー
ファンド 

わが国の公社債等を主要投資対
象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

外貨建資産への投資は行いません。 

マ ザ ー
ファンド 

外貨建資産への投資は行いません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 

 

851773 
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本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

18期(2019年11月20日) 10,020 0 △0.0 － － 210 

19期(2020年５月20日) 10,021 0 0.0 － － 10 

20期(2020年11月20日) 10,019 0 △0.0 － － 10 

21期(2021年５月20日) 10,017 0 △0.0 － － 10 

22期(2021年11月22日) 10,016 0 △0.0 － － 10 
 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2021年５月20日 10,017 － － － 

５月末 10,017 0.0 － － 

６月末 10,017 0.0 － － 

７月末 10,017 0.0 － － 

８月末 10,016 △0.0 － － 

９月末 10,016 △0.0 － － 

10月末 10,016 △0.0 － － 

(期  末)     

2021年11月22日 10,016 △0.0 － － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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○運用経過 
●当期中の基準価額等の推移について 

◎基準価額の動き 
基準価額は期首に比べ0.01％の下落となりました。 

 

  
 

●基準価額の主な変動要因 
（上昇要因） 

利子等収益が積み上がったことが基準価額の上

昇要因となりました。 

 

（下落要因） 

運用資金に対するマイナス金利適用や信託報酬

等コストなどが基準価額の下落要因となりました。 

 

●投資環境について 

◎国内短期金融市場 
無担保コール翌日物金利は０％を下回る水準で

推移しました。 

・ 当期の短期金融市場をみると、日銀は長短金利

を操作目標として金融市場調整を行いました。

コール・レート（無担保・翌日物）はマイナス

圏で推移し、足下のコール・レートは－0.038％

となりました。 

 

●当該投資信託のポートフォリオについて 
＜マネープールファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関

投資家限定）＞ 

・ 期を通じて、マネー・マーケット・マザーファン

ド受益証券への投資比率を高位に維持しました。 
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＜マネー・マーケット・マザーファンド＞ 

・ コール・ローン等短期金融商品を活用し、利子

等収益の確保を図りました。 

 

●分配金について 
収益分配金につきましては、基準価額水準、市

況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通

りとさせていただきました。収益分配に充てな

かった利益（留保益）につきましては、信託財産中

に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。 

 

【分配原資の内訳】 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第22期 

2021年５月21日～ 
2021年11月22日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 48  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配

金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出して

いるため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

○今後の運用方針 
＜マネープールファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関

投資家限定）＞ 

・ マネー・マーケット・マザーファンド受益証券

の組入比率を高位に保ち、マザーファンドの

ポートフォリオの構成に近づけた状態を維持す

る方針です。 

 

＜マネー・マーケット・マザーファンド＞ 

・ 消費者物価の前年比は依然として２％を大きく

下回っており、今後も日銀による金融緩和政策

が継続すると想定されることから、短期金利は

引き続き低位で推移すると予想しています。以

上の見通しにより、コール・ローン等への投資

を通じて、安定した収益の確保をめざした運用

を行う方針です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年５月21日～2021年11月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 2  0.017  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率× 
           （期中の日数÷年間日数） 

 （ 投 信 会 社 ） (1)  (0.006)  ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書 
等の作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (1)  (0.005)  交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等 
の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (1)  (0.005)  ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価 

 合 計 2   0.017    

期中の平均基準価額は、10,016円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2021年５月21日～2021年11月22日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
マネー・マーケット・マザーファンド － － 2 2 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2021年５月21日～2021年11月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

CC_22870668_05_ostYM_優良米国株F_三菱UFJ国際（マネープールF（FOFs用））.indd   34 2022/06/08   14:05:59



マネープールファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）

35－　　－

○組入資産の明細 (2021年11月22日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・マーケット・マザーファンド 9,880 9,877 10,057 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2021年11月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

マネー・マーケット・マザーファンド 10,057 99.7 

コール・ローン等、その他 27 0.3 

投資信託財産総額 10,084 100.0 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2021年11月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 10,084,300   

 コール・ローン等 26,836   

 マネー・マーケット・マザーファンド(評価額) 10,057,455   

 未収入金 9   

(B) 負債 1,674   

 未払信託報酬 1,674   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 10,082,626   

 元本 10,066,800   

 次期繰越損益金 15,826   

(D) 受益権総口数 10,066,800口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,016円 

 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 10,067,946円 

期中追加設定元本額 0円 

期中一部解約元本額 1,146円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.0016円です。 
 

○損益の状況 (2021年５月21日～2021年11月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 △    29   

 売買益 1   

 売買損 △    30   

(B) 信託報酬等 △ 1,674   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △ 1,703   

(D) 前期繰越損益金 △ 3,654   

(E) 追加信託差損益金 21,183   

 (配当等相当額) (  48,744)  

 (売買損益相当額) (△27,561)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 15,826   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 15,826   

 追加信託差損益金 21,183   

 (配当等相当額) (  48,744)  

 (売買損益相当額) (△27,561)  

 分配準備積立金 2   

 繰越損益金 △ 5,359   
 

（注） (A)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2021年５月21日～ 
2021年11月22日 

費用控除後の配当等収益額 －円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 48,744円 

分配準備積立金額 2円 

当ファンドの分配対象収益額 48,746円 

１万口当たり収益分配対象額 48円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 
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